
公
益
財
団
法
人
移
行
の
御
報
告
と

御
礼
の
ご
挨
拶

公
益
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団

代
表
理
事
（
理
事
長
）

松
下

昭

合
掌
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

桜
花
爛
漫
の
時
候
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
素
よ
り
当
生
長
の
家
社
会
事
業
団
に

ご
愛
念
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
衷
心
よ
り
御
礼
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
生
長
の
家
社
会
事
業
団
は
、
創
立
者
谷
口
雅
春
先
生
の
日
本
救
国
・
世

界
救
済
の
宗
教
的
信
念
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
、
爾
来
六
十
六
年
に
亘
り
国
家
社
会

に
尽
く
す
歴
史
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
三
日
、
内
閣
府
公
益
認
定
等
委
員
会
の

満
場
一
致
の
決
議
に
よ
る
公
益
法
人
認
定
法
に
基
づ
く
答
申
が
行
わ
れ
、
同
月
二

十
八
日
、
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
、
公
益
財
団
法
人
の
「
認
定
書
」
の
交
付
を
受
け
、

公
益
財
団
法
人
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
四
月
一
日
付
登
記
に
よ
り
、
名
称
を
「
公
益
財
団
法
人

生
長
の
家
社
会
事
業
団
」
に
変
更
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
謹
ん
で
御
報
告
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
は
、
「
公
益
目
的
事
業
」
と
し
て
、
児
童

養
護
施
設
生
長
の
家
神
の
国
寮
の
設
置
運
営
及
び
宗
教
的
情
操
教
育
に
よ
る
児
童

又
は
青
少
年
の
健
全
育
成
事
業
並
び
に
谷
口
雅
春
先
生
記
念
図
書
資
料
館
の
設
置

運
営
及
び
精
神
生
活
改
善
の
た
め
精
神
文
化
振
興
事
業
を
実
践
い
た
し
ま
す
。

ま
さ
に
、
創
立
者
谷
口
雅
春
先
生
の
人
類
光
明
化
運
動
発
進
の
精
神
を
正
統
に

継
承
し
た
公
益
法
人
と
し
て
、
国
家
社
会
及
び
人
間
の
救
済
運
動
に
勇
躍
邁
進
す

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
益
々
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

再

拝

平
成
二
十
四
年
四
月
吉
日

各

位


